
Edition Synapse  / Eureka Press

Primary Sources on Ireland,　
Scotland and Wales Studies

アイルランド
スコットランド・ウェールズ研究

洋書学術史資料出版目録

19 世紀アイルランド旅行ガイドコレクション 
Ireland in the 19th Century through Travellers’ Guides

アイルランドのフェミニズム
Irish Feminisms, 1810-1930 

復刻版　オシアン協会会報 1853-1858
Transactions of Ossianic Society, 1853-1858 

万国風刺漫画大全
Caricatures and Cartoons, A History of the World

ロバート・チェンバーズ編著

スコットランド歌謡・バラッド・伝承詩集成
Scottish Songs, Ballads and Popular Rhymes, edited by Robert Chambers

スコットランドの旅

18-19 世紀旅行記・案内書コレクション復刻集成
Scottish Tours: A Collection of Travel Writings and Guide Books in the Romantic Era

ウェールズへの旅 

－英国 18-19 世紀紀行記・案内書復刻集成－
Picturesque Wales - Facsimile Reprints of ‘’Pennant’s Tours’’ and ‘’Wales Illustrated’’



2

19 世紀アイルランド

旅行ガイドコレクション 
全 5 巻＋別冊日本語解説

Ireland in the 19th Century through Travellers’ Guides
監修・解説：勝田俊輔（東京大学文学部）　

2015 年 6 月刊行　Ａ５判・約 2,400 頁（地図・図版多数）　本体セット価￥128,000-（＋税）　ISBN: 978-4-902454-90-1

1801 年にブリテン（イギリス）とアイルランドが合同し連合王国が発足して以降、両国の政治、経済、文化の関係

は緊密さを増し、人的な交流も盛んになります。本書はその 19 世紀に連合王国で刊行された旅行ガイドを、数多

くの図版や折込み地図など含め復刻するコレクションです。合同から世紀半ばの大飢饉、自治を求める運動が盛ん

になる世紀後半へと、激しく変化するアイルランドの 19 世紀が俯瞰できるよう、それぞれの時代の特色ある５種

の文献を収録します。

　アイルランド史研究としてだけでなく、アイルランド文学研究の背景資料や文化史、近代ツーリズム研究の資料

としてご利用いただけます。

●収録タイトル●

Volume 1:
The Travellers Guide through Ireland/ or, a Topographical Description 
of that Kingdom
Rev. Jo. Robertson 
Edinburgh & London: Denham & Dick - Vernon, Hood, and Sharp, 1806, 
c.350 pp., incl. a fold-out, hand-coloured map.

Volume 2:
The Traveller's New Guide through Ireland
London: Longman, Hurst, Rees, Orme, and Brown, 1815, c. 580 pp. incl. 
a fold-out map

Volume 3:
A Hand Book for Travellers in Ireland, Descriptive of Its Scenery, 
Towns, Seats, Antiquities, etc., with Various Statistical Tables…
James Fraser
Dublin: William Curry, 1844, c. 748 pp., incl. a fold-out map

Volume 4:
The Irish Tourist's Illustrated Handbook for Visitors to Ireland in 1852, 
2nd ed.
London: Office of the National Illustrated Library, 1852, c.200 pp., incl. 3 
fold-out maps

Volume 5:
Black's Tourist's Guide to Ireland, 19th ed.
Edinburgh: Adam & Charles Black, 1886, c. 478 pp. incl. 4 fold-out maps
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編者より
勝田俊輔（東京大学文学部）

今回復刻されるアイルランド旅行ガイドコレクションは、さまざまな意味で注目に値する。第一に、これらの

ガイドは主にブリテン（イギリス）からの旅行者向けに書かれたものだが、物価や移動手段、宿場町の様子、

名所旧跡といった旅の実用情報だけでなく、当時のアイルランド社会についての観察記録や図像も含んでいる。

有用かつ興味深い歴史史料である。

　歴史史料として見ると、本コレクションから最初に読み取ることができるのは、アイルランドの空間的多様

性である。これが第二の注目点である。一般に旅行ガイドは地域ごとの相違を強調するが、特にアイルランド

の場合、自然条件の違いに加えて、12 世紀以来数度に渡ってイングランド／スコットランドによる征服・植民

を経験してきたことも大きい。このためブリテン島に近い北・東部と、離れた南・西部とではかなり違った社

会が形成されており、さらに 19 世紀には北部で工業化が進み、地域の違いに拍車がかかることになる。

　第三の注目点として、時間的な変化についてもこのコレクションは雄弁であり、19 世紀に起こった大きな社

会変動を跡づけている。例えば、アイルランドは世紀前半の人口過剰気味の社会から世紀末の人口減少に悩む

社会に変わり、田園風景の主役も、麦畑とジャガイモ畑から、牧草地でのんびり草を食む牛や羊に変わる。ま

た特にこのコレクションには、世紀半ばの大飢饉の直前・直後の旅行ガイドが収録されており、大飢饉の衝撃

の実像（そして虚像）についても情報を与えてくれる。

　第四の注目点をあげると、連合王国の複合的なアイデンティティの問題についても示唆的である。19 世紀の

イングランドやスコットランドの人間は、同一の国家に属したはずのアイルランド人を同胞として見ることは

なく、むしろ、アイルランド人との違いを意識することで自らのアイデンティティを作りだすことさえあった。

このような「内なる他者」としてアイルランドを見る傾向が最も強かったのが旅行者であり、この意味でこの

コレクションは、19 世紀のアイルランドだけでなくブリテンについても何事かを教えてくれる史料となってい

ると言えよう。
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1903).

163. Lady Aug.a Gregory, Dervorgilla (New York: Putnam, 1912), pp. 95–111.
164. Susan Mitchell, ‘O No, We Never Mention It’, The Abbey Row: Not Edited by 

William Butler Yeats (Dublin: Maunsel, 1907), pp. 10–11.
165. Susan Mitchell, ‘The Greenlands’, The Living Chalice and Other Poems (Dublin: 

Maunsel, 1908), pp. 31–3.
166. Review of The Living Chalice and Other Poems, Bean na hEireann, Feb. 1909.
167. James Stephens, ‘The Red-Haired Man’s Wife’, Bean na hEireann, Feb. 1909.
168. Thomas MacDonagh, ‘Offering’, Songs of Myself (Dublin: Hodges Figgis, 1910), p. 

49.
169. Katherine Cecil Thurston, Max (London: Harper & Brothers, 1910), pp. 1–315.
170. Katharine Tynan, ‘The Mother’, New Poems (London: Sidgwick & Jackson, 1911), 

pp. 38–9.
171. Katharine Tynan, ‘Dora Sigerson: A Tribute and Some Memories’, The Sad Years 

(London: Constable, 1918), pp. vii–xi.
172. R. Jacob, Review of The Years of the Shadow by Katharine Tynan, The Irish 

Citizen, Nov. 1919, 42.
173. L. H., ‘Woman this, and Woman That’, The Irish Citizen, 1 June 1912, 10.
174. M. E., ‘Ecce Mater’, The Irish Citizen, 27 Mar. 1915.
175. James Stephens, ‘Righteous Anger’, Reincarnations (London: Macmillan, 1918), 

pp. 37–8.
176. Madame Gonne McBride, ‘My Experiences in Prison’, The Irish Citizen, June–

July 1919, 11–12.
177. Hanna Sheehy Skeffington, ‘Sex-Bias in Language, The Irish Citizen, Sept. 1919.
178. advert for The Feminine in Fiction, The Irish Citizen, Nov. 1919, 53.
179. K., review of The Feminine in Fiction, The Irish Citizen, Jan. 1919, 643.
180. L. A. M. Priestley, The Feminine in Fiction (London: George Allen & Unwin, 

1918), pp. 8, 10–14, 78–84, 123–8.
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復刻版　オシアン協会会報 1853-1858
全６巻＋別冊解説
Transactions of Ossianic Society, 1853-1858 
監修・解説■佐野哲郎（京都大学名誉教授）

2008 年 3 月刊行　A5 判・約 1,775 頁　本体セット価￥98,000- （+ 税）　 ISBN 978-4-902454-42-0

● 1853 年にダブリンで設立された、 オシアン協会の会報全号を完全復刻。

● 18 世紀にスコットランドのジェイムズ ・ マクファーソンにより収集され、 スコットランドで 

書かれたものと誤って伝えられた、 ケルトの一連の叙事詩 「オシアン」 の源は、 アイル

ランドにあると主張した、 ジョン ・ ドノヴァン、 ユージーン ・ オカーリなどアイルランドの研

究者達が設立した協会で、 アイルランド研究に大きな足跡を残した。

●後のアイルランド文芸復興運動の糸口ともなった本協会の発表の場となったこの雑誌は、 

アイルランド文学・歴史、 そしてケルト文化全般の様々な研究に利用できる貴重な文献。

監修者の言葉
京都大学名誉教授　佐野　哲郎

1853 年 3 月 17 日、セント・パトリックス・デーを期して、ダブリンのトリニティ・カレッジに近い

ある書店に、数人の人物が集まった。彼らがオシアン協会を設立したのは、その 2 か月後の 5 月 9 日だっ

た。この協会の目的は、フェニアン伝説、すなわちフィン・マク・クールを頭領に戴くフェニアン（戦士）

たちを主人公とした詩や物語を、古文書や民間伝承のなかから掘り起こして、アイルランドの言語と文

字で印刷し、忠実な翻訳とともに、世に問おうというものだった。

協会の活動は短かった。1854 年に会報の第 1 号を刊行してから、あしかけ 9 年で、活動は終わった。

その間に刊行された会報は、全 6 巻だった。しかし、第 1 巻の『ガウラの戦い』は、フェニアンの最後

の戦いとして、また彼らの最大の勇者であったオスカルの死を語る物語として、今ではよく知られている。

また、第 3 巻の『ディアミッドとグラーニアの追跡』は、『トリスタンとイゾルデ』の物語の原型とも言

われる、有名な物語である。いずれも、完全な形で翻訳されたのは、初めてだった。

さらに見逃せないのが、第 4 巻の『常若の国のオシーンの歌』である。これは 18 世紀の詩人ミホー

ル・コミンの作品である。フェニアンたちを主人公とした詩や物語は、アイルランドでは最も人気があり、

18 世紀に至るまで、次々と新しい作品が生まれ続けたが、これは、その最後を飾るものと言えよう。こ

れが現代において注目されるのは、それまでオシーン（スコットランドではオシアン）を主人公として

断片的に語り伝えられてきた「浦島伝説」の集大成が、この詩であったということのほかに、Ｗ・Ｂ・イェ

イツが 1889 年に発表して、いわゆるアイルランド文芸復興の発端となった『オシーンの放浪』が、この

詩に想を得たからでもあった。さらに、イェイツは、第 1 巻、第 3 巻、および第 4 巻に収められた小品

からも示唆を得ている。新しい文学運動のきっかけとなったのは、最後のフェニアン詩であった。

多くの作品には、詳しい注が付けてある。ときには、膨大な量に及んでいるものもあって、編者たち

の意気込みをうかがわせる。彼らの脳裏には、18 世紀に「オシアン詩」を世に出して、大評判となった

スコットランドのジェームズ・マクファーソンがあったに違いない。つまり、フェニアン伝説は、本来

アイルランドに起こり、それがスコットランドにも伝わったものであって、本家はこちらなのだ、とい

う意識が、膨大な注釈となって現れたのだろう。アイルランド神話・伝説の研究は、20 世紀に長足の進

展を遂げたが、その重要な土台となった本協会の活動は、今も独自の光彩を放っている。

本書の特色
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Contents:-
Vol. 1:
The Battle of Gabhra: Garristown in the Country of 
Dublin, Fought at A.D. 283. For the first time edited, 
from an original Irish manuscript, with introduction, 
literal translation, and notes, by Nicholas O’Kearney. 
(1853)

Vol. 2:
Feis tighe chonain Chinn-Shleibhe; or, the Festivities at 
the House of Conan of Ceann-Sleibhe, in the Country of 
Clare, Edited by Nicholas O’Kearney. (1854)

Vol. 3:
Toruigheacht Dhiarahuda agus Ghrainne; or, The 
Pursuit after Diarmuid O’Duibhne, and Grainne, the 
Daughter of Cormac MacAirt, King of Ireland in the 
Third Country. (1855)

Vol. 4:
Laoithe Fiannuigheachta, or, Fenian Poems, edited by 
John O’Daly. (1856)

Vol. 5:
Iahtheacht na troahdhaiahhe; or, the Proceedings of the 
Great Bardic Institution, Edited by Professor Connellan, 
Queen’s College, Cork. (1857)

Vol. 6:
Laoithe Fiannuigheachta; or, Fenian Poems, Second 
Series, Edited by John O’Daly. (1858)

推薦文
中央大学名誉教授　松村賢一

　私が初めてイェイツの「オシーンの放浪」に出会ったのは 40 年以上前のことである。難渋しながらも読んでいくう

ちに日本の常世国のような楽土が頭に浮かび、ダグラス・ハイドの『アイルランド文学史』(1899) の頁をめくると、 
“ アシーン ” とオシアン詩、そしてオシアン協会のことにふれていたのを覚えている。その後、ダブリンのアイルラン

ド王立アカデミー図書館でミホール・コミンの詩『常若の国のオシーンの歌』が収められている『オシアン協会会報』

第４巻を手にしたときの感動は忘れられない。

　ジェイムズ・マクファースンの『オシアン』の出版 (1762) はアイルランドにおける古代・中世の古文書の研究に火を

つけ、拍車を掛けたと言ってよいだろうが、オシーンならびにフィン・マクールの率いる戦士団に関係する物語や詩を

刊行することを目指して 19 世紀半ばに結成されたオシアン協会は圧倒的な存在感をもっていたと思われる。「内容の信

憑性や古俗に関して責任はもてないが、味わいのある最近のフェニアン詩」として『常若の国のオシーンの歌』を掲載

することにしたのはオシアン協会の英断だった。これに想を得て書き上げた物語詩「オシーンの放浪」によって、イェ

イツは詩人としてデビューしたのであり、さらに、さまざまな形で残るティール・ナ・ノーグの民間伝承が広く採集さ

れ、「常若の国」はあまねく知られるようになった。そして、あのアイルランド文芸復興運動の中でイェイツを支えた

グレゴリー夫人が『神々と戦士たち』(1904) を書くにあたって、随所に『オシアン協会会報』を参照しているのは興味

深い。また、オシアン詩全体の枠組みとなる「オシーンとパトリックの対話」（第４巻）をはじめ、フェニアン（戦士団）

物語の骨格をなす『ガウラの戦い』（第１巻）や『ディアミッドとグラーニャの追跡』（第３巻）をいち早く世に出した

功績は大きい。

　この度、日本におけるアイルランド文学研究の碩学、佐野哲郎氏の監修で『オシアン協会会報』全６巻が復刻される

ことを心から喜びたい。きっと多くの人が『会報』に漂う熱気に武者震いすることであろう。
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◆世紀転換期の世界の新聞・雑誌に掲載された時事・社会風刺漫画大コレクション◆

万国風刺漫画大全　第 1 期－世紀転換期の世界―

【復刻集成版】全３巻＋別冊
Caricatures and Cartoons, 1890-1905: A History of the World
編集・解説：橋本順光（大阪大学文学部）

2015 年 8 月刊行　B5 判・約 1,200 頁　本体セット価￥118,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-186-0

世界 25 か国の雑誌・新聞約 300 タイトルに掲載された

時事・社会風刺漫画約 4,200 点のコレクション

● 1890 年に英国で創刊され世界各地の定期刊行物から記事をダイジェストした月刊誌『評論の評
論』（The Review of Reviews）が掲載した世界 300 以上の雑誌・新聞からの時事、社会風刺
漫画を集大成。

●英米だけでなく、独仏伊蘭やロシアなどのヨーロッパ、カナダ、オーストラリア、南アフリカ、
そして日本、インドなどアジアで発表された風刺画約 4,200 点を収録。

●時系列な編集で、視覚的な世紀転換期世界の理解を可能にする。

● Freeman's Journal, Irish Figaro, Irish Life, Irish People, Irish Weekly, Irish 
World, Lepracaun, United Ireland, Weekly Freeman などアイルランドで刊行された雑
誌・新聞からの風刺画も多数含む。

◎主な出典新聞・雑誌（一部のみ）◎

英 国：Fun, Judy, Funny Folks, Ariel, Westminster Gazette, Vanity 
Fair, John Bull, Moonshine, Birmingham Dart, Pall Mall Budget, 
Pick-Me-Up, Quiz, Picture Politics, Glasgow Evening News / 米国：

Life, Judge, Puck, Minneapolis Times, Philadelphia Times, New York 
Journal, News of the World, Brooklyn Eagle, North American Review, 
Chicago Inter-Ocean, Kansas City Times, Washington Times / カナダ：

Totonto Grip, Canada Standard, Montreal Daily Witness / アイルラ

ンド：Irish Life, United Ireland, Weekly Freeman / フランス：Le 
Rire, La Silhouette, Le Grelot, La Reforme, Le Perroquet, Charivari, 
Le Figaro, Le Petit Journal / ドイツ：Lustige Blaetter, Der Wahre 
Jacob, Beiblatt zum Kladderadatsch, Jugend, Ulk, Simplicissimus, 
Neue Gluehlichter, Muenchner Odinskarte / オ ー ス ト リ ア：

Humoristische Blaetter, Der Floh, Kikeriki / スイス：Nebelspalter  / 
イタリア：Il Papagallo, Il Fischietto, Pasquino, O Seculo / スペイ

ン： Gedeon / オランダ： Amsterdamner, Nederlandsche Spectator, 
Le Courrant / デンマーク： Klods Hans / ハンガリー： Bors em 
Janko / ロシア：Novoe Vremya / オーストラリア：The Brisbane 
Boomerang, Australian Life, Melbourne Punch, Sydney Bulletinl / 
南 ア フ リ カ： South African Times, Pretoria Weekly News, Cape 
Illustrated Magazine, Mosquito / イ ン ド：Hindi Punch, Calcutta 
Recorder / 日本：Jiji-Shimpo, Tokyo Puck 等



9

◆出典紙誌の刊行国◆

アルゼンチン / オーストリア / オーストラリア / 

ブラジル / カナダ / スイス / チリ / 中国 / チェコ

/ ドイツ / デンマーク / エジプト / スペイン / フィ

ンランド / フランス / 英国 / ギリシャ / ハンガリー

/ アイルランド / イタリア / 日本 / スリランカ / 

メキシコ / オランダ / ポーランド / ポルトガル / 

ルーマニア / ロシア / スウェーデン / トルコ / ア

メリカ / 南アフリカ / ジンバブエ（ローデシア）

万国風刺漫画大全　第 2 期－戦争の世紀の幕開け－

【復刻集成版】全 4 巻＋別冊
Caricatures and Cartoons: A History of the World 1906-1920

【編集・解説】橋本順光（大阪大学文学部）

2017 年 4 月刊行　B5 判・総約 1,970 頁　本体セット価￥148,000-（＋税）　ISBN：978-4-86166-195-2

日露戦争後～第一次大戦期の世界の雑誌・新聞約 340 誌紙からの

6000 点以上の風刺漫画の大コレクション

●シリーズ第 2 期は日露戦争終戦後から第一次大戦期の 15 年間の風刺漫
画を収録。

●世界 34 か国で刊行された約 340 紙誌から、The Review of Reviews
『評論の評論』誌が転載した 6000 点以上の風刺漫画を大集成。

●第一次大戦へ突入する西洋各国の政治、軍事、外交だけでなく、女性参
政権、独立運動、人種問題やオリエンタリズムなど社会・文化諸問題に
関する風刺漫画も満載。

●また、満州をめぐる日露戦争に続き一次大戦でも戦勝国となる日本と中
国や列強との軋轢、中東や世界各地での紛争の火種を扱った漫画など、
日本の『東京パック』、上海で刊行された『中華公論西報』、インドの『ヒ
ンディ・パンチ』、エジプトの『カイロ・パンチ』、南アフリカの『ケイプ・
タイムズ』といった非西洋圏のメディアに掲載された漫画も多数掲載。

●今後、戦間期、第 2 次世界大戦前期と継続刊行し、シリーズ全体で世界数百紙誌から 3 万点を超
える風刺漫画を収録する予定。

●世界規模での 20 世紀の歴史・文化研究と教育に必携の視覚資料集。
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ロバート・チェンバーズ編著

スコットランド歌謡・バラッド・伝承詩集成
全４巻＋別冊日本語解説

Scottish Songs, Ballads and Popular Rhymes, edited by Robert Chambers
監修・解説：照山顕人（関東学園大学） 

2010 年 12 月刊行　Ｂ６判 ・c.1,555 pp. 　本体セット価￥ 88,000- （＋税）　ISBN  978-4-902454-65-9

● 18 世紀以降のナショナリズムの高まりに呼応し創作された、スコットランドのナショナルソング、バラッド、

さらに発掘された伝承古謡・古詩を注釈・解説と共に集成。後のチャイルド版の重要な資料の一つとなった。 

●「チェンバーズ教育叢書」「チェンバーズ百科」など、19 世紀のエジンバラで数々の百科事典・啓蒙書を執筆、

雑誌を刊行した文人・出版人のロバート・チェンバーズが編纂。

●明治以降の日本でも『小学唱歌集』などの音楽教科書で取り上げられた、スコットランドのナショナルソング

およびバラッドを集大成した２著、伝承古謡・古詩などの言語伝承を紹介、解説した１著を同時復刻。

【収録内容】
Vol. 1 & Vol. 2 : The Scottish Songs; Collected and Illustrated. Edited Robert Chambers
  Edinburgh: William Tait, 1829. lxxix, 254 pp. ( vol. 1 ) / vii, 399 pp. ( vol. 2 )

Vol. 3 :   The Scottish Ballads; Collected and Illustrated. Edited by Robert Chambers
  Edinburgh: William Tait, 1829. vii, 399 pp.

Vol. 4 :  Popular Rhymes of Scotland, new edition. by Robert Chambers
  London and Edinburgh: W & R Chambers, 1870. vii,402 pp.

監修のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
照山顕人 ( 関東学園大学 )

　ロバート・チェンバーズ (Robert Chambers, 1802-71) は 19 世紀出版界のマルチ人間で、まれに見る奇才である。彼

の知的好奇心はとどまるところを知らず、兄のウィリアムとともに書籍販売業、出版業を生業としながら数多くの

著作をものにした。特に緻密な調査に基づいた、啓蒙的なレファレンス ･ ブックはきわめて重要である。百科事

典 (Chambers’s Encyclopaedia)、文学事典 (The Cyclopaedia of English Literature)、伝記事典 (A Biographical Dictionary of 
Eminent Scotsmen)、また年中行事百科事典（The Book of Days）、家庭年鑑（Domestic Annuals of Scotland）、エディンバ

ラの記録集（Traditions of Edinburgh）など枚挙に暇がない。また自然科学への関心からダーウィンの先行理論となる『生

物進化の証跡』(The Vestiges of the Natural History of Creation) を匿名で著し、画期的な自然観を説いた。　　　

　レファレンス・ブック編纂で彼が見せた深い考察は、スコットランド歌謡集に対しても反映された。彼が幼少の頃

から親しんだ伝承歌には詳細な注釈・解説が加えられ The Popular Rhymes of Scotland （1826）、The Scottish Ballads（1829）、
The Scottish Songs（1829）へと結実する。The Popular Rhymes of Scotland は、スコットランドに伝わる様々な言語伝承

を取りまとめたものであるが、特に注目すべきことは ナーサリー・ライムが項目の一つとして立てられていることで

ある。それまでの歌謡集にはナーサリー・ライムが収録されることがあっても、ソングの一つとしての扱いであり、ナー

サリー・ライムとして独立してまとめたものはこれが最初である。 初版 (1826) への収録はわずかに 2 ページ 4 篇であっ

たが、1870 年の新版では 37 ページへと増補されている。今回の復刻シリーズでは、質・量ともに最も充実した新版（1870
年版）が元本である。1829 年に出版された The Scottish Ballads と The Scottish Songs は、注釈も含めて当時のスコット

ランド歌謡の状況を知るには格好の文献であり、後年 Francis James Child (1825-96) が編集した The English and Scottish 
Popular Ballads (5 vols, 1882-98) の重要な資料の一つとなった。Child のこの作品は伝承バラッドの集大成であり、今日

ではバラッド研究の規範ともなっている。Chambers の時代、バラッドとソングの区別はそれほどはっきりしておらず、

Chambers がソングとして扱った「歌」を Child がバラッドとしていることも多い。テクストのみならず認識の変遷を

知る上でも The Scottish Ballads と The Scottish Songs はスコットランド歌謡研究に不可欠であろう。

本書の特色
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◆収録文献◆

Volume 1:
A Lady［M.A.Hanway］
A Journey to the Highlands of Scotland, with Occasional Remarks on 
Dr. Johnson’s Tour
London: Fielding & N.D.Walker, 1776, xvi,163 pp.

Dorothy Wordsworths ( ed. by J.C. Shairp )
Recollections of a Tour Made in Scotland A.D. 1803
New York: G.P. Putnam’s Sons, 1874, xliv, 316 pp. 

Volume 2:
Mrs. Murray［Sarah Murray］
A Companion and Useful Guide to the Beauties of Scotland to the 
lakes of Wentmoreland, Cumberland, and Lancashire; and to the 
Curiosities in the District of Craven, in the West riding of Yorkshire. 
Also A Description of Part of Scotland…, Vol. 1
London: W. Bulmer & Co., 1810, xii, 456 pp.

Volume 3:
Mrs. Murray［Sarah Murray］
A Companion and Useful Guide to the Beauties of Scotland to the 
lakes of Wentmoreland, Cumberland, and Lancashire; and to the 
Curiosities in the District of Craven, in the West riding of Yorkshire. 
Also A Description of Part of Scotland…, Vol. 2
London: W. Bulmer & Co., 1810, xvi, 436 pp.

Volume 4:
Robert Heron
Observations Made in a Journey through the Western Counties of 
Scotland; In the Autumn of MDCCXCIL, Vol. 1
Perth: R.Morison, 1793, vi, 387 pp.

スコットランドの旅
18-19 世紀旅行記・案内書コレクション復刻集成

全８巻 + 別冊和文解説
Scottish Tours: A Collection of Travel Writings and Guide Books in the Romantic Era
編集および解説　金津和美（同志社大学文学部）

2012 年 9 月刊行　A5 判・総約 3,535 頁 　本体セット価￥148,000-（＋税）　ISBN: 978-4-902454-79-6

●スコットランド旅行文化の形成に先鞭をつけたジョンソン、ギルピン、ペナントなど、先駆的作品の影響を

受けて育まれた、18 世紀末から 19 世紀初頭のロマン主義期に刊行された代表的な旅行記を集成

●ピクチャレスク美学からロマン主義的美学が醸成されていく、ピクチャレスク美学の伝統的規範から逸脱し、

より崇高美へと接近した過程を捉える

●スコットやワーズワスらイギリス・ロマン派文学の作品理解、美学研究、また近代ツーリズムの歴史の研究

に重要な作品群

Volume 5:
Robert Heron
Observations Made in a Journey through the Western Counties of 
Scotland; In the Autumn of MDCCXCIL, Vol. 2
Perth: R.Morison, 1793, iv, 514 pp. 
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John Stoddart
Remarks on Local Scenery and Manners in Scotland during the years 
1799 and 1800, Vol. 1
London: William Miller, 1801, xxiv, 310 pp. 18 pl.

Volume 7:
John Stoddart
Remarks on Local Scenery and Manners in Scotland during the years 
1799 and 1800, Vol. 2
London: William Miller, 1801, xiii, 342 pp. 17 pl.

Volume 8:
Walter Scott
Provincial Antiquities and Picturesque Scenery of Scotland with 
Descriptive Illustrations
London, John & Arthur N.D.Arch, Cornhill, 1826, lii, 208 pp. 51 pl.
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ウェールズへの旅 
～英国 18-19 世紀紀行記・案内書復刻集成　全４巻＋別冊解説

Picturesque Wales - Facsimile Reprints of ''Pennant's Tours'' and ''Wales Illustrated''
Reprint supervised and introduced by Satoko Ito-Morino, Shizuoka University

【監修・解説】森野聡子（静岡大学）

2009 年 12 月刊行　本体セット価￥98,000 -( ＋税 )　ISBN: 978-4-902454-54-3
判型：A5 判 (Vol. 1-3) / B5 判 (Vol. 4) ・総頁数：約 1860 頁（図版・白黒：156 点）

「連合王国」の周縁にあり独自のルーツを持つウェールズ文化は、同じブリテン島のなかで

イングランド文化と複雑に交渉しあいながら共存していますが、英国内でのウェールズへの

関心は、18 世紀のウェールズ文化復興と期を同じくする英国でのピクチャレスク・ツアー

の流行が、景観鑑賞の対象としてウェールズの人気をよび、ウェールズ観光が誕生していっ

た頃に端を発するとされます。この時代ウェールズの知識人やウェールズを訪れたイギリ

スの作家達は、様々な旅行記や旅行ガイドを執筆、積極的にこの文化復興や観光に関わり、

ウェールズの地位向上に貢献します。今回の集成では、この時代を代表する以下の２種の文

献を復刻し、18 紀末から 19 世紀にかけてのウェールズがどのように描かれ、イメージされ

ていったのかを知るための基本史料として提供します。図版を数多く含むこれらの文献は、

視覚資料としても価値が高く、研究、教育に広くご利用いただけます。

VOLUME 1-3 (size: A5)
Preface by Satoko Ito-Morino
Thomas Pennant (edited by John Rhys)
Tours in Wales, by Thomas Pennant, with Notes, Preface and Copious Index by John Rhys, Professor of Celtic in the University 
of Oxford, to which is added, An Account of the Fine Tribes of Cambria, and of the Fifteen Tribes of North Wales, and their 
Representatives, with their Arms, as given in Pennant's History of Whiteford and Holywell, new edition, 3 vols.
Caernarvon: H. Humphreys, 1883, c.1500pp. (44 plates.)

● 1778 年から 6 年を費やし刊行された、トマス・ペナント（1726-98）による大著。初の総合的ウェールズ・ガイドとして

知られる最重要文献。死後 1810 年にロンドンで刊行された新版が、ウェールズ・ガイドの決定版として 19 世紀を通し利

用されたが、今回は、その 1810 年の版を底本に 19 世紀の著名なケルト学者ジョン・リーズ（学生の大半がウェールズ人

であったオックスフォード大学ジーザス・カレッジの学寮長）が、解説、注釈、付録資料、索引を加え、ウェールズにて

1883 年に出版した貴重な学究版を復刻。

VOLUME 4 (size: B5)
Henry Gastineau
Wales. Illustrated, in a Series of Views, comprising the picturesque Scen-
ery, Towns, Castles ... Engraved on steel, from Original Drawings, by H. 
Gastineau. Accompanied by Historical and Topographical Descriptions.
London: Jones & Co., 1830, c. 360pp. (112 plates)

●英国の風景画家ヘンリー・ガスティノーが描いたウェールズの 100
箇所強の名所旧跡に、各地の地理や文化、歴史についての簡潔な解

説を加えた、19 世紀ウェールズのヴィジュアル版百科。

Thomas Pennant 


